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ることをつきとめ, これらの相互関係を究明している｡ すなわち鉱毒水を, かんがい期の年次別, 月別,
日別および時間別に詳細に検討し, 鉱毒発生源地点の降雨量, 河川流量, 河道の搬送距離, 鉱毒の畳変作
用などから鉱毒水の発生搬送機構を解明している｡ ついで水田における鉱毒の集積量および分布 な どか
ら, その集積機構を明らかにしている｡
以上の結果特に鉱毒水の月別発生搬送量などから, まず渡良瀬川沿岸の水田には水稲の早期栽培を行な




種'々 の砂ろ過実験を行ない, 銅鉱石は沈澱により, フロックはろ過により, 溶解性銅はフロックの形成促
進あるいはコロイ ドによる吸着などにより作物に無毒となる程度にまで除毒できることを明らかにしてい
る｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
渡良瀬川の鉱毒は古くからの問題である｡ 土壌, 作物の栄養, 栽培などの面からはかなりの研究がある
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送浄化作用などを降雨量, 河川流量, 河道の搬送距離などとの関係において詳細に検討して, 鉱毒水の発
生搬送機構を解明している｡ さらに水田における鉱毒の集積機構をも明らかにしている｡
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